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エアバッグ類車上作動処理実施場所に関する運用変更ついて 
 

平素はエアバッグ類の処理業務にご協力いただき、ありがとうございます。 

さて、エアバッグ類車上作動処理（以下、車上作動処理）は解体作業の一連の工程の中で実施されている状況

を踏まえ、当機構では契約事業所に対し、解体作業場内で車上作動処理を実施するようお願いをしてきました。 

しかしながら、当機構が現地監査を実施した際に、周辺環境への配慮及び安全性確保の観点から、前述の解体

作業場以外の場所において車上作動処理を実施している事例が散見されました。 

このため、当機構としてもその実態を鑑み関係省庁と調整した結果、以下要件を満たしていれば、解体作業場

以外の場所で車上作動処理の実施が可能になりましたので、作動実施場所に関する運用変更をお知らせいた

します。 

 

記 

 
１．車上作動処理実施の要件と必要な手続き 

 今回の運用変更部分 

      作動実施場所 

要件 
a.解体作業場 b.使用済自動車保管場所 c.その他の場所 

（a.b.以外。車両移動通路等） 

Ⅰ 申込書類上、作動実施場

所が a.～c.のどの場所

にあるか明確であるこ

と。 

－ 「事業所内配置図〔様式 5〕」において、a.b.の範囲を明確に 

記載して提出ください。 

Ⅱ 作動実施場所が、廃油・

廃液の地下浸透防止措置

がとられていること。 

－ 「車上作動処理実施場所写真台帳〔様式 6-③〕」を作成し 

提出ください。 

Ⅲ 所轄自治体への手続（※）

が完了していること。 － － 

所轄自治体への手続後、 

「車上作動処理実施場所に係る 

申告書」を作成し提出ください。

Ⅳ その他注意事項が守られ

ていること。 
－ 運転席機械式エアバッグ等の取外回収作業はできません。 

（必ず、a.解体作業場で行ってください。） 
(※)「c.その他の場所」において作動処理を実施する旨を所轄自治体に届け出る手続きのこと。 

 
２．今後の対応 

・解体作業場（上記 a.）で車上作動処理実施を継続する場合の手続き 

   必要な手続きはありません。 

・解体作業場以外の場所（上記 b.c.）での車上作動処理実施を希望する場合の手続き 

〔ステップ１〕 自再協ＨＰ（http://www.jarp.org/）より下記必要書類をダウンロードしてください。 

 ＴＯＰページ  ＞  各種届出  ＞  エアバッグ類解体業者様向け届出書  ＞  変更申請書類  

         ①車上作動処理登録変更届出書〔届出書〕 

②事業所内配置図〔様式５〕 

         ③車上作動処理実施場所写真台帳〔様式６－③〕 

         ④車上作動処理実施場所に係る申告書（上記 b.の場合は不要） 

〔ステップ２〕 上記１．及び別添の記入例に基づき、必要書類をご記入ください。 

〔ステップ３〕 下記送付先に原紙を提出し、コピーを控えとして保管ください。 

〒105-0012 東京都港区芝大門１－１－３０ 日本自動車会館１６階 

一般社団法人 自動車再資源化協力機構 車上作動処理審査係 宛 

TEL:03-5405-6155  担当：鍋谷・堀ノ内・斉藤 

以上
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＜解体作業場以外の場所で車上作動処理を実施する場合＞ 
 

〔用途〕 

車上作動実施場所及び a.解体作業場、b.使用済自動車、c.

その他の場所の範囲を確認するために使用します。 
 

〔記入方法〕 

➊ 解体作業場･使用済自動車保管場所が明確にわかるように、

事業所内の施設配置を記入してください。 

➋ 車上作動処理を実施する位置を斜線で記入してください。 

➌ 車上作動処理を実施する位置から最も近い事業所内の 

施設等までの距離を記入してください。 

➍ 車上作動処理作業に必要な工具類（バッテリー･ハーネス･

カバー等）の保管場所を図面上、もしくは特記事項欄に 

記入してください。 

➎ 車上作動処理を実施する位置に屋根があるか、また、壁で

囲まれているか等を特記事項欄に記入してください。 
 

 

※ 発生音･発生臭対策等のためにコンテナ等で車上作動処理

作業を実施する場合は、図面上または特記事項欄にその旨

記入してください。 

※ 機械式エアバッグ等の取外回収作業は必ず解体作業場で

行ってください。 

事業所内施設配置図〔様式５〕の記入例 

➋ 
➌ 

➍ 

➎ 
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〔用途〕 

車上作動実施場所状況（廃油・廃液の地下防止のための措

置がとられているか等）を把握するために使用します。（様

式５との整合確認をします。） 

 

〔作成方法〕 

➊ 車上作動処理実施位置に車両を設置し、床面の状況が 

わかるように、車両正面と車両側面のそれぞれ各 1 枚を 

撮影し、写真⑤･⑥欄にそれぞれ貼り付けてください。 

 

➋ コンテナ等を設置して作業を実施する場合も、コンテナ等

の内部床面の状況がわかるように撮影してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「車上作動処理実施場所車台台帳〔様式６－③〕」の記入例 

（参考）コンテナ等を設置して作業を実施する場合 
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◆ 解体作業場または使用済自動車保管場所以外で車上作動

処理を実施する場合は、必ず「車上作動処理実施場所に 

係る申告書」の提出が必要です。 
 

 

➊ 申告書の作成日を記入してください。 

 

➋ 所管の自治体名（解体業の許可を取得した自治体名）を 

記入してください。 

 

➌ 所管の自治体への手続き日を記入してください。 

 

➍ 所管の自治体への手続き方法を選択してください。 

 

➎「事業者名」「事業所名」および「代表者名」を記入してく

ださい。 

 

➏ 法人の場合は代表者印、個人事業主の場合は個人印 

（シャチハタ不可）を捺印してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「車上作動処理実施場所に係る申告書」の記入例 

➊ 

➋ 

➌ 

➎ 
➏ 

➍ 


